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燃えろ 体育祭  

 

わたしが、本校に赴任した年、体育祭が近づいた頃、おもしろいなあと思っ

て聞いていたことがあります。それは、「なんだかんだ言って、きっと今年も

赤が勝つんだよなあ」という言葉。これが子供だけでなく、保護者や地域の人

からも「絶対、過去を調べると圧倒的に赤ばかりが勝っているはず。」と聞く

のです。調べてみたら、この 10 年間赤組が８勝１敗１分けです。学級の偏り

など作りませんし、ベテラン・若手の先生の偏りもないはずです。（この３年

間、学年主任さんが１・３・５年は１組で、２・４・６年は２組といったよう

に交互にしてあります）本当におもしろいなあと思うのですが、去年も今年も

同じ言葉を聞きました。 

先日のＰＴＡの会で、こんな話も保護者の方から聞きました。「わたしは、

いつも『決戦 六ツ美が原』が終わると、退場した

負けチームの方へ見に行きます。負けて泣いて

帰ってくる大将を囲み、『大将を責めるな。みんな

堂々と戦った』と健闘を称える先生の言葉の場面

がいい。一緒に戦った子供と先生が作るあの場面

に感動する。」と。子供が思い切り演技する姿や、

競う姿を見ながら、大人も一緒になって心と体を

動かしてくれていることが伝わってきました。

なんて素敵な参観者かと思いました。 

楽しさ・悔しさ等、心が大きく動く体育祭。六ツ美中部小学校には、六ツ美

中部小学校にしかない体育祭の素晴らしい伝統と思いが脈々と流れています。

今年は、赤が勝つのか白が勝つのか。心と体が大きく動く日であってほしいと

思います。そして、熱中症・けがにみんなで注意して。 

 

授業研究 －５年１組家庭科の研究授業より－ 

 

体育祭もいよいよという時期でしたが、わたしたちは、先週、市教委の方に

普段の授業を公開し指導を受けたり、今週は 24 日（水）に家庭科の研究授業

を行ったりし、全員で授業の研修をしています。体育祭は大きな行事であり、

教育的意義が大きく、練習時間も１日２時間以上を費やすことがある一方で、

【予行 決戦 六ツ美が原】 



もちろん各教科の授業もきちんと進めており、大切にしています。 

今回は市教委の計画にある研修で、家庭科の

指導者である原田先生を招いて行う研究授業で

した。５年１組青木先生が忙しいなか、授業を

公開してくれました。授業はゆで野菜を使った

サラダを作るのに、色どりや新鮮さ、盛り付け

など、意図をもって食材の選定をする学びです。

その子なりの大切にしたいポイントが明らかに

なる授業でした。地元産の野菜を使う視点、話し

合うための手立て、新しい家庭科の方向など、協議会でよい研修ができました。 

今年の授業を研修するときに、わたしが考えていきたいと考えていることが

２つあります。 

②の次期学習指導要領の学習について、これをもとにした新しい教科書での

授業は、平成 32 年度（小学校）が完全実施ですので少し先の話です。しかし、

次期学習指導要領の趣旨をとらえた研究を、市で指定された学校があります。

この動きは、様々な機関で本格的に始まるはずです。本校でも授業研究をする

ときに、少しずつ学習を進めていきたいと思います。 

  

クールビズの取り組み 
 

 各機関で実施されているクールビズの取り組みを本校でも実施します。以下は、市

教育委員会の取り組みです。本校もこれに準じて実施します。御理解ください。 

 

□実施期間について   5 月１日～１０月３１日 

□服装等について 

式典等の公式の場を除き、服装の軽装化（ノーネクタイ、ノー上着）での執務を

推奨。なお、服装の軽装化は義務付けるものではなく、その時々の気候等にあわせ

た服装に心掛ける。 

 □会議等について 

   岡崎市教育委員会及び現職研修委員会、各学校の各種会議等においては、地球

温暖化対策のために室温を28℃に設定することに理解を求め、服装の軽装化を奨

励し、会議の冒頭でもその旨を発言するなどして出席者に理解と協力を求める。 

①子供の見方や考え方、感じ方を学び続けるとともに、授業の考え方や方法について、

全員がそれぞれのキャリアをもとに、議論し、レベルアップを目指すこと。 

②３月に告示された次期学習指導要領の学習を深めていくために、子供のどういう姿

が「主体的・対話的で深い学び」なのかを議論していくこと。 

【５－１ 家庭科研究授業】 


